
鼠
ノ
石
窟
と
土
蜘
蛛

一
、
は
じ
め
に

｜

付
、
迷
津
媛
の
こ
と
Ｉ

　
　
『
日
本
書
紀
』
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
古
代
の
日
本
歴
史
の

正
書
で
あ
る
。
景
行
天
皇
紀
は
、
神
武
天
皇
の
東
征
と
は
逆
に
、

本
州
か
ら
九
州
へ
の
西
征
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
両
天
皇
に
共
通

し
て
、
そ
こ
に
出
て
く
る
地
名
や
人
名
な
ど
、
す
べ
て
が
現
在
の

日
本
語
で
通
用
（
読
解
）
す
る
、
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
景
行
天
皇
が
九
州
に
上
陸
す
る
に
あ
た

つ
て
の
豊
前
の
征
討
と
、
つ
づ
く
豊
後
の
征
討
と
に
は
、
似
か
よ
っ

た
点
が
多
い
の
で
、
ま
ず
、
そ
の
こ
と
か
ら
始
め
る
の
が
理
解
を

す
す
め
る
の
に
便
利
だ
と
恵
わ
れ
る
。

　
ま
ず
す
ぐ
分
る
こ
と
は
、
両
方
と
も
、
平
野
部
に
お
け
る
女
性

の
首
長
の
忠
順
と
、
山
間
部
に
お
け
る
上
前
の
反
抗
で
あ
る
。
そ

し
て
ま
た
地
元
に
強
力
な
天
皇
側
の
味
方
が
い
る
こ
と
で
あ
る
。

富
　
米

隆

　
端
的
に
言
っ
て
、
「
共
通
の
型
」
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

だ
か
ら
、
そ
れ
を
念
頭
に
お
い
て
、
論
を
す
す
め
た
い
。

一
、
景
行
天
皇
、
豊
後
に
到
る

　
『
書
紀
』
の
景
行
十
二
年
、
冬
十
月
、
須
田
国
に
到
る
、
・
：

速
見
邑
に
到
り
女
人
有
り
、
迷
津
媛
と
日
ふ
。
一
処
之
長
た
り
。

天
皇
車
駕
す
と
聞
き
、
自
ら
迎
え
奉
り
て
申
さ
く
「
茲
の
山
に
、

大
い
な
る
石
窟
あ
り
、
鼠
ノ
石
窟
と
日
ふ
。
二
の
土
蜘
蛛
有
り
て

其
の
石
窟
に
住
め
り
。
一
を
青
と
日
ひ
、
二
を
白
と
日
ふ
。
」
、

「
又
直
入
蘇
の
祢
疑
野
に
三
の
土
蜘
蛛
有
り
。
一
に
打
援
と
日
ひ
、

二
を
八
田
と
日
ひ
、
三
を
国
摩
侶
と
日
ふ
。
是
の
五
人
は
、
並
に

其
の
人
と
な
り
強
力
、
亦
衆
類
多
し
、
皆
曰
く
皇
命
に
従
わ
じ
、
・
：
」

　
は
じ
め
に
、
豊
前
と
豊
後
と
に
、
其
の
記
述
に
「
共
通
の
型
」
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が
あ
る
と
記
し
た
。
し
か
し
ま
た
、
少
し
く
注
意
す
る
と
表
現
の

差
異
が
あ
る
こ
と
が
目
に
付
く
　
＝
こ
れ
は
、
そ
の
後
の
九
州
各

地
で
の
場
合
で
も
同
じ
で
あ
る
＝
。
こ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
。

（
豊
前
）

　
一
ひ
と
こ
と
の
か
み

二
困
之
魁
師
、
神
夏
磯
媛

（
反
抗
者
）

菟
狭
川
上
、
耳
垂

御
木
川
上
、
鼻
垂

高
羽
川
上
、
麻
剥

緑
野
川
上
、
上
析
猪
折

す
べ
て
、
一
処
之
長

（
豊
後
）

　
碩
田
国
を
す
ぎ
速
見
邑

一
処
之
長
、
迷
津
媛
、

（
反
抗
者
）

　
茲
の
山
の
鼠
ノ
石
窟

　
　
　
　
　
同

青白

直
入
斜
の
祢
疑
野
　
打
援

　
　
　
　
同
　
　
　
八
田

　
　
　
　
同
　
　
国
摩
侶

す
べ
て
、
土
蜘
蛛

　
豊
前
は
、
一
国
之
魁
師
と
一
所
之
長
。

　
豊
後
は
、
一
所
之
長
と
、
土
蜘
蛛
。

　
こ
の
両
者
の
ち
が
い
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
碩
田
国
を
す
ぎ

て
、
速
見
邑
の
▽
Ｚ
処
長
と
、
反
抗
す
る
は
上
蜘
蛛
。

　
い
ま
此
所
だ
け
で
解
決
す
る
の
は
ム
リ
で
あ
ろ
う
。
九
州
を
ぐ

る
っ
と
廻
っ
て
各
地
で
の
「
表
現
」
を
考
え
て
比
較
し
、
答
を
出

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
た
ゞ
、
「
土
蜘
蛛
」
の
表
現
は
、
す
で
に
神
武
天
皇
東
征
で
の

各
地
の
表
現
に
す
で
に
み
ら
れ
て
い
る
。
神
話
時
代
の
、
「
天
ツ

神
」
に
対
す
る
「
国
ツ
神
」
。
そ
の
中
の
天
皇
族
へ
の
反
抗
族
で

あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。

　
そ
し
て
こ
れ
は
、
奇
妙
な
人
名
を
「
朝
鮮
語
」
あ
る
い
は
そ
の

「
類
音
」
と
し
て
理
解
す
る
の
と
同
じ
手
法
で
あ
る
。

　
　
「
神
」
｝
｛
Ｒ
ヨ
（
カ
ー
ム
）
で
あ
る
。
「
蜘
蛛
」
Ｘ
Ｒ
乱
（
カ
ー

ミ
）
そ
し
て
熊
襲
の
「
熊
」
ｘ
ｏ
‥
ヨ
（
コ
ー
ム
）
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
、
よ
く
似
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
「
上
蜘
蛛
」

と
は
神
話
時
代
の
「
国
ツ
神
」
を
朝
鮮
語
の
類
音
で
、
か
つ
蔑
称

（
表
現
）
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
熊
襲
も
こ

の
伝
で
行
け
ば
「
神
人
」
（
ソ
、
人
）
の
意
味
を
表
現
し
た
の
だ

と
分
か
る
だ
ろ
う
。

　
豊
前
と
豊
後
と
で
の
差
異
に
も
う
一
つ
あ
る
。
豊
前
の
反
抗
者

た
ち
は
、
い
ず
れ
も
み
な
○
○
川
上
と
記
さ
れ
て
い
る
。
豊
後
は

「
茲
ノ
山
」
と
あ
り
、
そ
の
後
の
記
事
に
、
「
天
皇
、
米
田
見
邑
に

留
つ
て
宮
室
を
興
し
」
「
石
窟
の
土
蜘
蛛
を
襲
っ
て
、
稲
葉
川
上
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に
破
っ
て
悉
こ
ろ
す
」
と
見
え
る
（
直
入
郡
の
北
）
。

　
さ
て
こ
う
な
る
と
、
「
茲
ノ
山
」
と
い
う
の
は
、
別
府
の
南
側

の
山
を
越
え
、
さ
ら
に
大
分
川
を
渡
っ
て
、
そ
の
南
の
、
直
入
郡

北
部
だ
、
と
い
う
、
ま
こ
と
に
や
や
こ
し
い
地
形
上
の
表
現
で
あ

る
こ
と
に
気
付
く
。

　
『
書
紀
』
の
文
を
始
め
に
読
ん
だ
と
き
は
、
速
見
邑
の
迷
津
媛

が
「
茲
ノ
山
」
と
言
う
の
だ
か
ら
、
あ
っ
さ
り
別
府
の
山
鳩
か
と

思
っ
た
。
そ
し
て
豊
前
の
各
川
上
の
長
た
ち
（
妙
な
名
前
だ
が
、

そ
れ
を
朝
鮮
語
か
ら
す
る
と
、
い
ず
れ
も
鉱
山
（
鉱
穴
）
の
長
た

ち
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
別
府
で
も
お
そ
ら
く
タ
タ
ラ
、
カ
ジ

に
従
う
土
酋
で
あ
り
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
浜
脇
か
ら
南
の
、
二
群
の

横
穴
古
墳
の
人
た
ち
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
鼠
ノ
石
窟

　
「
此
の
山
に
」
「
大
い
な
る
石
窟
あ
り
」
「
鼠
ノ
石
窟
と
日
ふ
」

「
土
グ
モ
住
め
り
」

　
大
い
な
る
石
窟
　
鼠
ノ
石
窟
　
住
む
は
、
土
蜘
蛛
。

　
現
代
の
日
本
語
だ
っ
た
ら
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。
土
蜘
蛛
を
、

朝
鮮
語
か
ら
「
国
ツ
神
」
＝
土
地
の
酋
長
と
解
す
る
な
ら
ば
、
青

と
白
と
い
う
二
組
の
連
中
が
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
今
度
は
「
鼠
ノ
石
窟
」
の
言
葉
が
問
題
に
な
る
。

　
「
大
い
な
る
」
と
は
「
多
い
な
る
」
に
通
ず
る
か
ら
（
豊
前
で

の
多
ノ
臣
＝
大
野
氏
を
思
え
ば
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
）
、
そ
の
点

で
石
窟
は
「
多
数
の
」
横
穴
古
墳
群
（
二
つ
の
群
）
と
考
え
ら
れ

よ
う
。
そ
れ
に
都
合
の
よ
い
も
の
は
、
直
入
町
に
あ
る
と
知
ら
な

い
か
ら
、
『
書
紀
』
を
疑
つ
て
み
た
く
な
つ
た
の
だ
。

　
つ
ぎ
に
は
「
鼠
ノ
石
窟
」
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
も
朝
鮮
語
か

ら
、
そ
の
類
音
か
ら
、
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
辞
典
を
ひ
い
て
み
る
。

　
　
「
鼠
ノ
石
窟
」
t
s
y
‘
t
o
:
n
g
u
l

　
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
「
鎌
と
銅
と
」
と
似
て
る
。

　
　
　
鎌
　
は
昨
・
銅
｛
ｏ
面

　
だ
が
も
う
一
つ
　
大
将
　
　
ｔ
ａ
ｅ
’
（
ｌ
ｚ
ａ
ｎ
ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
鍛
冶
屋
　
t
a
e
.
d
z
a
n
g
K
a
n

　
カ
ナ
で
書
く
と
、
鼠
ノ
岩
窟
、
チ
ー
・
ト
ー
ン
グ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
　
チ
ャ
ル
・
銅
　
ト
ン
グ

　
　
　
大
将
　
　
テ
ィ
、
ヂ
ャ
ン
グ
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鍛
冶
屋
　
テ
ィ
、
ヂ
ャ
ン
グ
カ
ン

　
「
鼠
ノ
石
窟
」
と
は
「
鎌
と
銅
」
の
こ
と
か
、
あ
る
い
は
「
鍛

冶
屋
」
の
こ
と
を
表
現
し
た
（
朝
鮮
語
で
類
音
）
と
考
え
て
よ
さ

そ
う
で
あ
る
。

　
そ
う
す
る
と
、
次
に
「
青
」
・
「
白
」
を
ど
う
解
す
る
か
で
、

右
も
決
ま
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
人
間
を
意
味
す

る
と
な
れ
ば
、
「
鼠
ノ
石
窟
」
＝
鍛
冶
屋
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

　
「
茲
ノ
山
」
の
あ
と
に
記
さ
れ
た
「
直
人
蘇
の
祢
疑
野
」
と
は

竹
田
市
の
北
、
城
原
（
キ
バ
ル
）
を
根
拠
と
し
た
天
皇
方
か
ら
み

て
宮
城
村
の
西
方
の
市
用
（
い
ち
も
ち
）
の
横
穴
群
大
小
二
十
一

箇
が
、
土
蜘
蛛
の
伝
説
地
と
な
っ
て
い
る
の
を
知
っ
て
み
る
と
、

此
所
で
は
「
浜
脇
南
」
の
横
穴
群
と
考
え
て
釣
り
合
い
が
と
れ
そ

う
だ
と
思
っ
た
。

　
『
別
府
市
誌
』
（
昭
和
六
十
年
三
月
刊
）
に
よ
る
と
、
第
三
編

「
別
府
の
あ
ゆ
み
」
第
三
節
に
、
「
別
府
市
の
横
穴
墓
」
（
二
九
七

　
二
九
九
ペ
ー
ジ
）
の
説
明
が
あ
り
、
金
毘
羅
山
横
穴
群
（
2
6
）

と
、
平
尾
・
芝
尾
横
穴
群
（
2
4
）
の
二
群
が
あ
る
。
土
蜘
蛛
『
青
』

と
「
白
」
と
の
二
群
に
相
応
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。
修
福
寺
に
出

土
遺
物
の
一
部
が
保
存
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
各
種
の
玉
の
ほ
か

鉄
の
鏃
や
釘
な
ど
が
あ
る
と
い
う
。
（
金
属
技
術
者
）

　
先
年
、
入
江
先
生
に
案
内
し
て
頂
い
て
此
の
付
近
を
歩
き
ま
わ

つ
た
と
き
、
こ
れ
ら
の
横
穴
群
の
付
近
は
、
草
木
の
生
茂
る
に
ま

か
せ
、
横
穴
は
い
か
に
も
ヘ
ビ
の
巣
窟
に
な
つ
て
い
そ
う
で
気
味

が
悪
か
っ
た
。
地
名
か
ら
云
え
ば
、
別
府
の
四
ケ
所
の
タ
タ
ラ
地

名
群
の
一
を
し
め
、
ウ
ト
（
洞
）
　
・
登
り
立
・
穴
守
な
ど
を
は
じ

め
山
ミ
コ
や
山
田
迫
、
さ
ら
に
隠
れ
山
（
落
人
伝
説
あ
る
も
、
お

そ
ら
く
タ
タ
ラ
付
近
に
人
々
を
よ
せ
つ
け
な
い
こ
と
か
ら
、
う
ま

れ
た
も
の
だ
ろ
う
）
な
ど
あ
っ
て
、
古
代
に
半
島
か
ら
の
技
術
者

達
を
ふ
く
め
た
鉱
産
業
の
入
々
の
す
み
そ
う
な
所
で
あ
る
感
が
強

い
。

　
地
理
的
に
は
碩
田
国
の
国
府
所
在
地
（
い
ま
古
国
府
）
に
あ
ま

り
に
近
く
、
東
側
の
滝
尾
・
下
郡
と
の
中
間
の
羽
田
（
は
た
）
、

そ
し
て
百
穴
群
の
存
在
と
比
べ
て
、
む
し
ろ
似
か
よ
っ
て
い
る
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
ま
た
、
異
な
る
点
も
大
き
い
。
滝
尾
・
羽
田
の
す
ぐ
南

に
碇
山
・
曲
（
イ
カ
リ
・
マ
ガ
リ
）
の
地
名
が
あ
り
、
先
年
、
た

ま
た
ま
曲
に
小
学
校
を
作
る
と
き
、
円
形
住
居
趾
内
に
、
小
さ
な
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矩
形
の
ホ
リ
コ
ミ
が
あ
り
、
白
粘
土
が
つ
め
ら
れ
、
そ
れ
が
焼
か

れ
て
い
た
。
鋳
鉄
の
遺
跡
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
が
、
何
し
ろ
初
め

て
の
経
験
で
、
よ
く
分
ら
ぬ
ま
ま
と
な
っ
た
。

　
‐
別
府
の
方
で
の
四
つ
の
「
タ
タ
ラ
」
地
名
の
う
ち
、
こ
の
浜
脇

を
除
く
三
所
の
タ
タ
ラ
に
は
、
鶴
見
の
タ
タ
ラ
の
南
に
「
尾
曲
」

（
マ
ガ
リ
）
が
、
鉄
輪
に
は
「
ウ
カ
リ
」
（
元
は
イ
カ
リ
か
ら
の
転
）

が
、
そ
し
て
内
竃
に
は
「
狩
落
」
（
カ
リ
）
が
あ
っ
て
、
こ
れ
も

或
い
は
、
と
思
わ
せ
る
。
三
ケ
所
と
も
に
、
カ
リ
の
地
名
が
近
く

に
あ
る
。

　
カ
リ
と
は
、
朝
鮮
語
p
K
u
r
i
（
カ
リ
、
銅
の
義
）
の
音
写
で

あ
る
。
タ
タ
ラ
の
近
く
に
、
み
な
、
カ
リ
地
名
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
、
浜
脇
の
タ
タ
ラ
近
く
は
、
山
あ
い
で
あ
っ
て
、

滝
尾
・
ハ
タ
・
曲
の
よ
う
に
大
分
川
岸
で
し
か
も
国
府
の
対
岸
だ

と
い
う
の
で
は
な
く
、
別
府
の
他
の
タ
タ
ラ
地
区
の
よ
う
に
開
け

た
高
台
地
で
も
な
い
。
山
あ
い
の
、
人
里
か
く
れ
た
地
形
で
あ
っ

て
、
し
か
も
カ
リ
地
名
は
無
い
。

　
さ
ら
に
浜
脇
の
タ
タ
ラ
近
く
に
「
隠
山
」
の
地
名
が
あ
り
、
近

く
に
「
山
ミ
コ
」
と
い
う
よ
う
な
気
味
わ
る
げ
な
地
名
さ
え
残
っ

て
い
る
。
大
分
と
別
府
の
両
方
の
間
に
あ
り
な
が
ら
、
山
あ
い
深

く
、
と
り
残
さ
れ
た
よ
う
な
孤
立
し
た
地
形
の
と
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る
。
二
つ
の
横
穴
古
墳
群
も
あ
る
。

　
こ
こ
は
、
迷
津
媛
の
勢
力
が
及
ば
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
「
茲
の
山
の
土
蜘
蛛
」
と
い
う
の
に
都

合
が
良
く
も
あ
る
。
「
鼠
ノ
石
窟
」
の
「
青
と
白
」
と
い
う
二
群

の
カ
ジ
ヤ
集
団
に
都
合
の
よ
い
土
地
と
な
り
そ
う
で
も
あ
る
。

四
、
速
津
姫
の
こ
と

　
本
紙
の
第
三
号
（
一
丸
八
九
）
に
、
「
景
行
西
征
と
速
津
姫
切

奉
迎
」
と
題
し
な
が
ら
、
結
局
は
、
媛
の
所
在
は
明
ら
か
に
な
し

得
な
か
っ
た
。
『
風
土
記
』
で
は
、
姫
は
わ
ざ
わ
ざ
佐
賀
ノ
関
の

宮
浦
ま
で
、
天
皇
を
迎
え
に
出
向
さ
れ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
も
い

る
。

　
そ
の
後
、
本
紙
第
七
号
の
「
ト
ビ
と
太
陽
と
・
：
」
の
中
で
の
、

天
道
信
仰
・
そ
れ
に
よ
る
三
〇
度
南
北
へ
の
線
上
に
天
道
信
仰
が

分
か
る
。
北
三
〇
度
の
線
上
に
、
ム
ナ
カ
タ
神
（
別
府
、
ナ
ダ
）
、

住
吉
神
（
キ
ツ
キ
）
、
八
幡
神
（
日
出
、
ナ
ダ
）
と
北
の
神
々
が

鎮
座
し
、
南
三
〇
度
線
で
は
、
大
分
川
右
岸
に
下
郡
社
（
シ
モ
ゴ
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リ
ヒ
コ

祖
母
山
神
）

と
南
部
の

神
に
連
っ

て
い
る
。

多
く
の
社

が
存
す
る

と
知
っ
て
、

ツ
ル
ミ
権

現
（
火
男

火
売
社
）

の
存
在
の

重
要
性
を

再
認
識
し

た
が
、
こ

れ
も
鶴
見

岳
の
神
（
火
の
神
）
を
祀
る
社
と
し
て
の
理
解
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
面
白
い
こ
と
に
、
左
の
よ
う
な
伝
説
が
あ
る
。

　
昔
、
由
布
岳
と
祖
母
岳
と
（
と
も
に
男
神
）
が
、
鶴
見
岳
（
こ

ち
ら
は
女
神
）
を
競
い
あ
っ
た
が
、
祖
母
の
神
が
争
い
に
負
け
、

遠
く
県
南
の
方
に
退
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
そ
う
す
る
と
、
右
の
3
0
度
線
の
東
南
の
さ
き
が
大
分
川
口
の
右

岸
に
下
郡
社
（
シ
モ
コ
リ
彦
の
社
、
祖
母
山
の
神
）
に
達
す
る
と

い
う
関
係
は
何
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
あ
る
い
は
速
津
媛
の
い
う
南
の
ネ
ギ
ノ
の
神
々
（
打
喉
、
八
田
、

国
麻
呂
の
土
酋
た
ち
）
と
の
関
係
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
う
か
ん
で
く
る
が
、
と
も
か
く
も
、
3
0

度
線
（
天
道
信
仰
）
と
、
三
つ
の
山
の
恋
愛
物
語
と
に
少
し
伏
線

が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
も
う
一
つ
、
別
府
市
火
売
区
の
西
南
（
鶴
見
巨
に
近
い
所
）
に

火
男
火
売
神
社
が
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
火
売
区
の
東
北
境
（
さ
き

の
火
男
火
売
社
よ
り
東
北
3
0
度
に
あ
た
る
）
に
火
売
社
（
ホ
ノ
メ
）

が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
何
な
の
か
？
　
つ
い
速
津
媛
の
こ
と

を
連
想
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
今
回
、
鼠
ノ
石
窟
と
土
グ
モ
の
こ
と
を
考
え
て
ま
と
め
た
後
、

ラ
ン
ド
ル
・
コ
リ
ン
著
『
脱
常
識
の
社
会
学
』
を
久
し
ぶ
り
に
手

に
し
て
い
る
う
ち
に
、
「
神
の
社
会
学
」
の
中
に
、
神
の
類
型
は

社
会
の
類
型
に
対
応
す
る
、
と
い
う
項
目
が
あ
っ
て
、
宗
教
の
基
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盤
に
対
し
て
鋭
い
指
摘
の
あ
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
そ
こ
で
、
此

の
迷
津
媛
を
考
え
直
そ
う
と
思
い
立
っ
た
。

　
ツ
ル
ミ
権
現
の
す
ぐ
南
に
「
タ
タ
ラ
」
の
地
名
が
あ
る
。
ま
た

此
の
社
を
東
に
、
春
木
川
を
下
っ
て
行
く
と
、
川
口
北
に
古
墳
群

が
あ
る
。
鬼
の
岩
屋
と
か
、
土
蜘
蛛
と
か
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
案

外
こ
れ
が
速
津
媛
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
？

　
そ
う
考
え
る
と
、
何
と
な
く
、
迷
津
媛
の
記
事
が
、
筋
道
立
っ

て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
も
思
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
度
、
『
書
紀
』
と
『
風
土
記
』
の
記
事
を
、
じ
っ
く
り

読
み
直
し
て
み
よ
う
。
ツ
ル
ミ
権
現
社
は
、
案
外
、
迷
津
媛
そ
れ

自
身
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
媛
が
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
の
活
動
が

山
の
神
に
迄
昇
格
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
そ
の
例
は
よ
く
あ
る
。
大
野
郡
千
歳
村
柴
山
八
幡
の
ヒ
ョ
ウ
タ

ン
祭
り
も
、
陣
道
（
陳
道
の
こ
と
、
道
案
内
）
が
神
様
に
昇
格
し

た
例
だ
し
、
同
じ
く
臼
杵
市
の
祇
園
祭
り
の
陣
道
さ
ま
も
同
じ
で

あ
る
。
東
国
東
の
岩
倉
八
幡
の
ケ
ベ
ス
祭
り
な
ど
は
、
さ
ら
に
陣

道
警
暉
（
ケ
イ
ヒ
ツ
す
、
シ
ー
。
シ
ー
。
と
言
っ
て
歩
く
コ
ト
バ
）

の
ケ
イ
ヒ
ツ
が
人
格
化
し
て
、
飛
び
出
し
て
ケ
ベ
ス
様
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
ど
ん
な
に
で
も
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
う
思
っ
て
み
れ
ば
、
宗
教
社
会
と
し
て
の
神
格
、
民
俗
学
と

し
て
の
祭
礼
、
考
古
学
と
し
て
の
石
棺
、
霊
物
と
い
う
よ
う
に
別
々

に
分
離
し
て
の
考
察
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
良
い
と
し
て
、
さ
ら
に

あ
ら
た
め
て
、
そ
の
歴
史
的
合
一
性
と
そ
の
変
化
と
に
目
を
注
い

で
見
る
こ
と
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
長
い
年
月
の
変
化
で
あ

る
。
共
同
で
討
議
し
て
み
た
い
。

　
さ
ら
に
『
書
紀
』
と
『
風
土
記
』
と
に
相
違
が
あ
る
こ
と
自
体

が
、
政
治
的
に
手
を
加
え
た
も
の
と
し
て
、
現
地
の
実
情
と
合
わ

せ
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　
言
う
は
易
く
、
行
な
う
は
難
い
。
だ
か
ら
「
迷
津
媛
の
所
在
」

も
不
明
の
ま
ま
に
過
ぎ
て
行
く
。
あ
え
て
乱
暴
な
提
言
を
試
み
た

の
も
、
そ
れ
が
、
何
か
の
前
進
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
う
か
ら
で
あ

り
、
私
自
身
も
、
今
後
さ
ら
に
考
え
を
す
す
め
て
行
き
た
い
。

　
あ
れ
を
思
い
、
こ
れ
を
思
う
と
、
分
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
別
府
の
タ
タ
ラ
文
化
に
取
り
組
ん
で
数
年
、
い
か
に
も
進
歩
し

な
い
モ
ド
カ
シ
サ
に
焦
り
を
感
ず
る
が
、
偏
え
に
御
宥
恕
あ
り
た

い
。
つ
ぎ
へ
の
前
進
の
た
め
に
、
切
な
る
御
高
教
を
お
願
い
し
て

筆
を
お
く
。
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